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哲
學
研
究
　
第
…
…
百
五
十
七
號

一
四

原
子
論
に
於
け
ろ
因
果
律

物
理
的
實
在
の
量
子
力
學
的
導
流
～
は
完
全
と
考
へ
ら
れ
得
る
か
？

二
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア

武
　
谷

三
　
男
課

　
｝
九
…
三
年
有
名
な
原
子
論
か
提
出
し
、
，
そ
の
後
世
界
の
物
理
學
稀

な
指
導
し
育
み
な
が
ら
澄
子
物
理
學
存
完
成
に
尋
い
穴
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
二
三
ル
ス
・
ボ
ー
ア
諸
。
㎡
切
○
ぽ
数
授
ぽ
闘
月
來
朝
五
月
へ
か

け
て
各
大
學
で
数
…
心
な
講
演
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
行
ひ
多
大
の
刺
戟

な
與
へ
六
。
哲
思
者
の
多
い
京
都
で
ば
「
原
子
諭
と
因
果
律
し
と
云
ふ
題

で
極
め
て
舎
蓄
あ
る
講
演
を
行
ひ
、
さ
し
も
暗
い
法
経
第
「
教
室
も
あ

ふ
れ
る
ば
か
り
の
罷
衆
で
あ
っ
六
Q
此
庭
に
課
餌
し
六
の
ぼ
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
、
ポ
ド
ル
ス
キ
ー
、
ロ
ー
セ
ン
が
｝
九
三
五
年
五
月
十
五
田

の
竃
《
ω
州
。
鑑
男
碧
器
≦
誌
に
禺
し
六
爆
灘
的
な
諭
丈
O
誓
◎
奏
簿
二
穿

レ
一
〇
。
ぎ
コ
瞬
。
巴
U
霧
2
9
賦
8
0
h
三
思
。
・
ご
9
H
男
o
a
圃
2
b
づ
①
O
o
塁
置
窪
。
議

0
9
ご
覧
Φ
8
”
（
「
哲
學
研
究
」
二
月
號
に
三
日
あ
り
）
に
罫
し
て
同
拙
璽

九
三
五
年
十
月
十
五
臼
號
に
同
題
の
論
丈
で
極
め
て
親
切
に
ボ
ー
ア
が

姓
隅
へ
れ
も
の
で
あ
ワ
る
。
課
脚
魁
奄
「
原
「
ナ
弥
醐
に
於
け
ろ
陽
果
律
」
幽
》
し
れ
の

に
・
ボ
ー
ア
の
京
都
講
演
が
物
理
に
驕
す
ろ
鮎
で
ぼ
杢
く
此
の
論
士
と

　
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
難
曲
の
諭
丈
ぽ
困
難
な
槻
測
問
題
か
極
め
て
上

　
手
に
、
極
め
て
解
り
や
す
く
（
文
章
ぽ
か
な
り
六
ケ
期
し
い
が
）
蓮
べ

　
ね
の
み
で
な
く
、
物
理
學
的
に
曇
っ
て
も
量
子
論
解
繹
に
於
て
ナ
”
ヂ

　
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
舐
具
重
な
論
結
で
あ
る
。

　
　
猴
「
科
猟
鳥
」
拙
必
⊥
二
月
㎜
砒
に
講
演
の
際
の
冊
剛
が
載
つ
で
、
み
る
か
孤
ソ
審
照
ρ
ご

　
れ
㌧
ば
理
解
が
樂
で
あ
ら
う
Q
「
哲
學
研
究
し
二
月
號
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

　
イ
ン
其
他
の
論
文
、
及
び
ノ
イ
マ
ン
の
見
地
か
ら
フ
ァ
リ
ー
が
数
學
的

に
此
の
問
題
ル
分
析
し
て
み
ゑ
斐
か
課
載
し
む
か
ら
参
照
さ
れ
・
ぼ

　
幸
甚
で
あ
る
。

　
ア
づ
ン
シ
ェ
タ
イ
ン
、
ポ
ド
ル
ス
キ
ー
、
及
ロ
ー
ぜ
ツ
（
註
1
）

は
最
近
の
豊
田
の
論
文
に
於
て
、
問
題
の
疑
問
に
否
定
的
な
解
答

を
與
へ
る
論
誰
を
郵
亭
し
た
。
彼
等
の
立
論
の
糊
剤
は
、
併
し
乍

ら
、
何
々
が
原
子
物
理
畢
に
撃
て
而
し
て
み
る
實
際
の
形
勢
に
適
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済
し
て
み
る
襟
に
は
私
に
は
思
は
れ
な
い
。
此
の
機
影
を
利
用
し

て
以
前
種
々
の
機
會
に
病
身
に
述
べ
た
（
註
2
）
一
般
的
な
槻
鮎

即
ち
便
宜
的
に
「
補
足
性
」
O
O
浮
立
④
B
Φ
暮
p
。
昏
蜜
と
名
付
け
た
も

の
を
、
い
く
ら
か
よ
り
詳
細
に
読
明
す
る
の
は
欣
快
と
す
る
所
で

あ
る
。
此
の
観
鰍
岬
か
ら
す
れ
ば
量
子
力
學
は
そ
の
範
園
に
於
て
、

例
へ
ば
原
子
過
程
で
吾
々
が
面
す
る
様
な
物
理
現
象
の
，
完
全

に
合
理
的
な
記
述
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
註
1
、
｝
霞
蕊
繊
”
ど
b
づ
●
℃
o
（
三
。
・
ξ
隅
邑
多
拶
。
。
。
。
ジ
一
冒
ξ
幹
男
。
〈
噸

　
　
　
ミ
v
N
謡
（
お
ω
い
）

　
謎
2
　
0
h
・
Z
．
b
d
o
汀
鴇
》
8
玉
戸
。
巳
お
。
群
言
二
d
窪
。
嵩
℃
ひ
剛
§
o
『
Z
響

　
　
　
陣
霞
ρ
目
（
9
ヨ
穿
，
三
α
q
ρ
お
ω
轟
）

　
「
物
理
的
實
在
」
キ
ニ
云
ふ
表
現
に
｝
義
的
な
意
味
を
訂
せ
し
め

得
る
範
關
｛
は
、
勿
弥
醐
ア
プ
リ
オ
リ
な
折
騰
學
的
扁
慨
今
心
か
ら
道
騨
く
伽
畢
は
…

出
來
な
く
て
、
寧
ろ
i
上
に
禦
げ
九
論
文
の
著
者
．
逮
自
身
が
考

へ
て
る
る
様
に
1
實
験
と
測
定
に
直
接
訴
へ
る
事
に
基
礎
を

置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
目
的
か
ら
彼
等
は
次
の
様
に
定
式
化

さ
れ
た
「
實
在
の
下
意
」
な
る
も
の
を
提
唱
し
た
。
撃
ち
「
一
つ
の

系
を
如
何
な
る
仕
方
に
於
て
も
縄
胤
す
る
事
な
し
に
一
つ
の
物

理
的
量
の
値
を
確
定
的
に
豫
逸
す
る
事
が
嵐
來
る
な
ら
ば
、
そ
の

　
　
　
　
　
原
子
論
に
於
け
る
鶏
果
律

適
合
に
は
此
の
物
理
的
量
に
鋤
偏
す
る
物
理
的
實
在
の
一
つ
の

要
素
が
存
在
す
る
。
」
逢
い
て
，
一
つ
の
興
味
あ
る
例
i
一
之
に
就

て
後
で
論
ず
る
一
に
且
っ
て
、
彼
等
は
量
子
横
瀬
に
於
て
古
典

力
學
に
於
て
と
全
く
同
襟
に
、
液
當
な
手
槍
の
下
に
力
學
系
を
記

医
す
る
任
意
の
與
へ
ら
れ
た
憂
苦
の
値
を
、
そ
れ
以
前
の
或
時
刻

ま
で
そ
の
系
と
相
互
作
用
を
行
ひ
、
後
完
全
に
離
れ
て
了
つ
た
他

の
系
に
行
っ
た
観
測
か
ら
豫
観
す
る
事
が
出
募
る
事
を
述
べ
た
。

彼
等
の
準
嫁
に
從
ひ
そ
の
著
者
達
は
そ
れ
故
に
、
か
・
み
憂
数
に

よ
っ
て
表
は
さ
れ
た
諸
量
の
冬
々
に
實
在
の
要
素
を
餅
す
る
事

を
欲
し
九
。
爾
ほ
進
ん
で
、
力
混
系
の
道
幅
の
記
述
に
於
て
二
つ

の
正
準
共
擁
愛
数
の
双
方
に
確
定
値
を
二
三
す
る
事
は
嵐
來
な

い
と
云
ふ
事
は
量
子
力
學
の
現
在
の
定
式
化
h
O
§
讐
砿
彰
の
有

名
な
特
色
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
は
そ
れ
故
に
此
の
定
式
化
が
不
完

全
で
み
る
と
考
へ
、
よ
り
完
全
な
理
論
を
展
開
す
る
事
が
可
能
だ

と
云
ふ
所
信
を
表
明
し
た
○

　
此
の
襟
な
議
論
は
、
註
で
示
し
た
様
な
革
、
、
、
測
定
の
如
何
な
る

手
炉
を
も
自
働
的
に
含
む
機
な
一
貫
し
た
撒
學
的
定
式
化
に
根

嫁
を
置
い
て
み
る
量
子
力
射
的
記
述
の
健
全
さ
に
影
響
を
及
ぼ

す
に
充
分
だ
と
は
思
は
れ
な
い
。
そ
の
外
見
の
撞
着
は
實
は
、
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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哲
學
研
究
　
策
二
百
、
五
十
七
號

碁
が
量
子
力
量
に
於
て
扱
ふ
檬
な
型
の
物
理
現
象
の
合
理
的
な

説
明
を
す
る
た
め
に
は
麺
常
の
自
然
哲
畢
の
観
黙
が
本
質
的
に

不
適
當
で
あ
る
事
を
冠
す
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
實
際
作

用
量
子
の
存
在
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
み
る
封
象
と

測
定
行
爲
の
間
の
有
限
の
交
互
作
用
一
測
定
が
行
は
れ
た
晴

測
定
器
械
へ
及
ぼ
す
封
象
の
反
作
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
得
な

い
事
に
よ
る
一
は
因
果
性
の
古
典
的
観
念
の
終
極
的
な
拠
棄

及
び
物
理
的
實
在
の
問
題
に
封
ず
る
吾
々
の
態
度
の
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
憂
革
の
必
要
を
惹
濁
す
る
。
事
様
、
滴
下
我
々
が
見
る
様
に
、

先
に
蓮
べ
た
著
者
達
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
襟
な
蟹
在
の
藥
嫁

は
、
一
そ
の
定
式
化
が
如
何
に
癒
重
に
見
え
て
も
i
我
々
が

此
腱
で
扱
ふ
襟
な
實
際
的
な
諸
問
題
に
適
用
さ
れ
た
時
本
質
的

な
多
義
姓
を
有
つ
も
の
で
あ
る
。
跳
の
爲
の
議
論
を
出
來
る
だ

け
明
か
に
す
る
爲
に
、
先
づ
測
定
装
置
の
簡
照
な
例
を
二
三
幾
ら

か
詳
細
に
考
へ
て
見
や
う
。

　
　
　
条
上
身
の
論
丈
に
含
ま
れ
て
み
る
演
輝
ほ
此
の
黙
に
於
て
量
子
力

　
　
　
學
の
楓
製
換
理
一
転
の
鴫
醸
接
的
結
…
果
と
考
へ
、
・
b
、
れ
る
、
”
此
の
理
弥
醐
ほ

　
　
　
恐
ら
く
如
何
な
ろ
他
の
定
式
化
の
特
色
よ
り
も
そ
の
数
畢
的
完

　
　
　
杢
さ
や
そ
の
古
典
力
畢
と
の
合
理
的
な
封
磨
た
確
か
に
す
る
綴

　
　
　
　
に
し
て
る
る
。
事
聯
只
、
交
互
作
用
た
行
ふ
又
ば
行
ほ
な
い
二
つ

…
六

の
部
分
系
の
及
②
か
ら
戊
っ
て
み
ろ
力
學
系
の
記
述
に
於
．
天
、

そ
れ
ぞ
れ
系
の
及
び
麟
に
關
し

　
　
［
S
》
］
縁
［
S
》
］
1
1
N
ミ
㌶

　
［
黛
一
黛
憶
］
目
［
博
一
憶
鳴
］
鋒
悪
酒
』
目
［
鴨
も
し
翼
。

（
露
♂
零
㌻
］
u
傘
憾
「
》
鴨
ご
　
券
ほ
層
罫
巳
搾
。
§
鴇
州
艮
）

な
ろ
通
常
の
交
換
關
係
な
充
す
正
準
共
範
攣
数
の
如
何
な
ろ
二

つ
の
欝
（
s
》
y
（
鴨
§
）
存
も
、
新
し
い
共
三
郎
数
の
二
つ
の

野
（
9
》
）
”
（
◎
鳴
加
）
に
よ
っ
て
麗
換
へ
る
事
が
μ
常
に
可
能
で

あ
る
。
新
共
電
憂
撒
ほ
初
め
の
墾
数
に
亭
蔚
（
曳
】
鴨
幡
）
り
（
憶
一
㌧
憶
）

内
で
角
の
廻
韓
に
欝
慮
し
六
簡
酷
な
直
交
愛
換
に
よ
っ
て
關
係

し
て
み
る
も
の
で
あ
ろ
、
郎
ち

　
　
S
鷲
㊤
8
恩
i
9
。
・
営
O
》
莚
き
8
。
・
O
一
、
脇
。
・
ぎ
O

　
　
S
麺
◎
騒
乞
十
麟
o
g
O
　
》
雑
加
・
。
写
O
十
♪
8
切
O

之
等
の
遊
毛
ほ
隅
頑
な
ろ
交
換
玉
酒
に

　
　
　
　
［
9
き
］
具
ミ
賀
［
㊤
》
］
睡
。

か
浦
足
す
う
か
ら
、
結
局
系
の
擬
態
の
詑
蓮
に
於
て
確
定
的
な

歎
値
な
9
と
き
の
双
方
に
附
乱
す
る
べ
毫
で
な
く
、
箪
ろ

確
定
櫨
ほ
㊤
と
》
の
双
方
に
堕
か
に
附
與
す
、
べ
き
で
あ
．

る
事
が
從
ふ
。
そ
の
揚
合
猫
之
等
の
饗
数
隠
（
3
》
）
”
及
び

（
粕
》
）
に
よ
つ
て
畿
ほ
す
事
か
ら
、
郎
ち

　
　
9
縁
S
8
。
・
O
÷
S
。
。
㌶
P
♪
穏
；
》
。
・
一
鎧
O
十
》
8
巴

と
炎
ぱ
す
事
か
ら
、
そ
れ
に
善
い
六
含
又
ほ
》
の
何
れ
か
の

測
定
か
ら
各
S
か
》
か
の
値
遺
勲
測
す
る
事
が
可
能
と
な
る

と
云
ふ
事
が
結
果
す
る
o
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一
つ
の
粒
子
が
隔
壁
の
細
隙
を
通
過
す
る
と
云
．
諦
簡
軍
な
例

か
ら
始
め
や
う
、
此
の
例
は
多
少
と
も
複
灘
な
實
験
装
置
の
部
分

を
成
す
も
の
で
あ
る
。

　
隔
壁
に
叢
る
前
の
此
の
粒
子
の
気
鋭
量
が
如
何
に
完
全
に
知

ら
れ
て
み
て
も
、
そ
の
歌
態
の
シ
ム
ボ
リ
幹
、
ク
な
表
示
を
與
へ
て

る
る
李
面
波
が
細
隙
で
廻
折
す
る
事
に
よ
っ
て
、
隔
壁
を
通
過
し

た
後
に
粒
子
の
蓬
動
量
に
不
確
定
を
含
む
事
に
な
る
、
そ
し
て
此

の
不
確
定
は
細
隙
が
働
け
れ
ば
狡
い
程
大
き
い
。
所
で
野
際
の
幡

は
、
波
長
に
比
し
大
で
あ
る
閥
は
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
粒
子
の

隔
壁
に
粗
雑
的
な
位
置
が
細
隙
に
直
角
な
方
向
で
右
っ
て
み
る

不
確
定
・
起
と
考
へ
ら
れ
る
。
猴
蓮
ん
で
甥
蓮
動
量
と
汲
長
の
間

似
ゼ
ブ
ガ
】
イ
ー
の
閣
係
（
臨
1
1
貸
な
波
長
、
課
考
）
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
「

ら
簡
輩
に
、
此
の
方
向
に
於
け
る
粒
子
の
蓮
動
量
の
不
確
定
七

は
ハ
者
ゼ
ン
ベ
井
グ
の
一
般
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
七
ξ
～
も

に
よ
っ
て
レ
緊
と
結
び
付
い
て
み
る
事
が
わ
か
る
、
此
の
ハ
イ
ぜ

セ
ベ
ル
グ
の
原
理
は
量
子
力
墨
の
定
式
化
に
於
て
各
共
範
憂
数

の
勢
菱
す
交
講
係
（
ミ
…
竃
1
1
験
課
者
）
の
霧
の

結
果
で
あ
み
。
明
か
に
不
確
定
七
は
、
粒
子
と
隔
壁
の
聞
で
の

　
　
　
　
　
原
子
論
に
於
け
る
画
果
律

蓮
動
量
の
や
り
取
り
の
可
能
性
と
不
可
分
に
結
び
付
い
て
み
る
。

而
し
て
我
々
の
議
論
に
と
っ
て
主
要
な
寸
心
と
な
っ
て
み
る
當

の
疑
閾
は
、
斯
う
し
て
や
り
取
り
さ
れ
た
蓮
動
量
が
、
此
塵
で
扱

ふ
實
験
装
置
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
襟
な
現
象
の
記
蓮
に
於
て

如
何
な
る
範
圃
ま
で
計
算
に
入
れ
る
事
が
出
窓
る
か
と
云
ふ
事

で
あ
る
。
先
の
細
隙
を
粒
子
が
通
過
す
る
場
合
は
此
の
最
初
の
段

階
と
し
て
考
へ
る
事
が
風
織
る
。

　
先
づ
、
注
意
す
べ
き
電
子
廻
折
現
象
の
普
通
の
霊
験
に
一
致
し

て
、
隔
壁
は
装
置
の
他
の
部
分
一
壷
虚
で
は
第
一
の
細
隙
に
李

味
な
幾
つ
か
の
細
隙
を
有
っ
第
二
の
隔
壁
及
び
爲
眞
の
乾
板
！

と
圃
場
に
一
つ
の
壼
に
掴
定
髄
さ
れ
て
あ
り
、
み
、
の
塁
は
室
聞
枠
の

基
準
費
。
。
。
冨
8
h
聾
器
9
巴
隻
講
評
8
を
決
定
し
て
み
る
も
の

で
あ
る
。
然
ら
ば
粒
子
と
隔
壁
の
間
の
南
面
量
の
や
り
取
り
は
、

粒
子
が
他
の
物
罷
に
輿
へ
る
反
作
用
を
も
一
緒
に
し
て
、
共
麺
の

肇
に
移
り
、
斯
く
し
て
吾
々
は
此
等
の
反
作
用
を
分
離
し
て
計
算

す
る
事
に
よ
っ
て
の
、
實
験
の
最
後
の
結
果
i
此
腱
で
は
粒
子

に
よ
っ
て
爲
、
興
乾
板
上
に
作
ら
れ
る
黙
の
位
置
ー
ー
に
關
す
る

豫
測
を
す
る
可
能
性
を
瀧
ん
で
鍵
棄
し
た
事
に
な
る
。
粒
子
と
測

定
器
械
の
間
の
反
作
用
の
よ
り
嚴
密
な
分
析
が
不
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七

阜
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事
は
實
際
以
上
述
べ
た
實
験
手
綾
に
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
寧

ろ
當
面
の
型
の
現
象
の
研
究
、
邸
ち
其
虚
で
は
古
典
建
碑
と
撫
7
6
全

に
無
縁
な
個
癖
貯
α
三
◎
琶
ξ
の
フ
ィ
ー
チ
ュ
ァ
ー
を
扱
は
ね
ば

な
ら
な
い
様
な
研
究
に
適
合
し
た
あ
ら
ゆ
る
装
置
法
の
本
質
的

な
牲
質
で
あ
る
。
事
實
、
粒
子
と
器
械
の
箇
々
の
部
分
と
の
間
の

流
動
量
の
や
り
取
り
を
計
算
に
入
れ
る
事
の
如
何
な
る
可
能
性

で
も
、
直
ち
に
我
々
に
か
、
る
現
象
の
「
経
過
」
．
．
o
O
自
話
免
．
に

就
て
の
結
論
を
引
暮
す
事
を
許
す
事
に
な
る
、
一
例
へ
ば
第
二

の
隔
壁
の
ど
の
特
別
な
一
つ
の
細
隙
を
通
っ
て
篇
眞
乾
板
に
至

っ
た
か
1
此
の
事
は
、
爲
眞
乾
板
の
或
與
へ
ら
れ
た
諏
積
要
素

に
粒
子
が
到
達
す
る
確
牽
は
、
ど
の
特
別
な
一
つ
の
細
隙
の
存
在

に
よ
っ
て
決
る
の
で
は
な
く
て
第
…
の
隔
壁
の
細
隙
か
ら
廻
折

さ
れ
た
結
合
波
2
・
霧
O
O
馨
Φ
中
毒
雪
O
が
達
す
る
範
翻
内
に
あ
る
第

こ
の
隔
壁
の
総
て
の
細
隙
の
位
置
に
よ
っ
て
決
る
、
と
云
ふ
事

と
全
く
爾
醸
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
蘭
医
装
法
雨
ち
第
一
の
隔
壁
を
器
具
の
他
の
部

・
分
に
固
定
的
に
結
び
付
け
な
い
事
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
原
理
的

に
そ
の
蓮
動
量
を
粒
子
の
通
過
の
前
後
に
於
て
所
望
の
正
確
さ

で
測
定
す
る
事
が
信
書
と
な
る
、
そ
し
て
斯
く
し
て
粒
子
が
細
隙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

を
通
過
し
た
後
の
蓮
動
量
を
豫
帯
す
る
事
が
可
能
と
な
る
。
事
實

此
の
様
に
し
て
醒
覚
量
を
測
定
す
る
に
は
、
例
へ
ば
何
か
或
る
試

験
藩
士
を
使
ひ
そ
れ
と
隔
壁
と
の
衝
突
過
程
に
古
典
的
な
蓮
動

量
恒
存
則
を
一
義
的
に
適
用
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
、
此
虚
に
そ
の

試
験
物
膿
の
蓮
動
量
は
衝
突
の
前
と
後
で
適
當
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
様
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
古
典
力
學
の

諸
概
念
が
適
用
出
來
る
通
な
或
過
程
の
時
間
室
間
的
経
過
を
瞼

す
る
事
に
本
質
的
に
係
っ
て
み
る
と
云
ふ
事
は
正
し
い
。
併
し
乍

ら
若
し
室
間
的
な
大
い
さ
、
時
間
々
隔
の
総
て
を
充
分
に
大
き
く

取
れ
ば
、
此
の
事
は
試
験
物
艦
の
蓮
動
量
の
正
確
な
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
宣
し
て
明
か
に
隈
界
を
含
む
事
は
な
く
、
寧
ろ
軍
に
そ
れ
等

の
室
間
時
間
座
標
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
駈
確
度
に
印
す
る
断
念

を
含
ん
で
み
る
。
此
の
事
情
は
事
蟹
先
程
論
じ
た
實
事
象
法
に
於

け
る
掴
定
隔
壁
の
蓮
動
量
を
コ
ン
ト
p
ー
ル
す
る
事
の
断
念
と

甚
だ
類
似
し
て
み
る
。
そ
し
て
最
後
的
に
は
此
の
事
情
は
、
そ
の

行
動
の
記
述
に
量
子
力
墨
の
不
確
定
蘭
係
に
封
与
し
丸
自
由
さ

を
許
容
す
る
必
要
を
勉
罪
し
て
み
る
所
の
測
定
器
具
を
、
純
古
典

的
に
取
扱
ふ
要
求
に
係
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
　
＊
我
々
の
使
用
し
得
る
實
駿
技
術
に
よ
っ
て
、
此
麗
に
及
び
以
下
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論
ず
ろ
様
な
測
定
手
緬
か
實
際
に
實
行
ず
る
審
が
當
然
不
服
能

　
　
　
だ
と
云
ふ
纂
ば
明
か
に
凍
理
的
な
譲
議
に
影
直
す
る
－
、
の
で
口

　
　
　
な
い
、
、
何
と
な
れ
ば
悶
題
の
手
証
毫
ぼ
、
ロ
ム
プ
ト
ン
敷
果
の

　
　
　
檬
な
響
動
楚
恒
霧
則
の
、
籍
精
し
む
濫
溺
が
明
週
に
確
立
し
て

　
　
　
み
る
原
子
課
程
と
本
質
的
に
隅
等
で
あ
る
か
ら
。

　
画
像
に
考
へ
た
二
通
の
實
験
装
法
の
主
な
差
異
は
併
し
乍
ら

訳
の
事
に
あ
る
、
郎
ち
、
第
一
の
隔
壁
の
蓮
動
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
に
適
す
る
鮫
法
に
診
て
は
、
此
の
物
龍
（
第
一
の
隔
壁
）
は

も
は
や
以
前
の
場
合
（
題
定
）
と
嗣
じ
日
的
の
だ
め
の
測
定
器
具

と
し
て
使
用
す
る
事
は
雌
來
な
く
、
寧
ろ
、
器
械
の
他
の
部
分
に

嘱
し
て
の
そ
れ
の
位
鎧
に
就
て
は
、
細
隙
を
通
過
す
る
鞍
子
と
醐

襟
に
、
そ
れ
の
位
置
及
び
蓮
動
量
に
照
し
て
量
子
力
學
の
添
確
定

關
係
が
あ
ら
は
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
意
味
で
観
測
鋤
象
と

し
て
扱
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
實
、
隔
壁
の
室
間
フ
レ
ー
ム
に
賞

し
て
の
位
置
を
、
そ
の
身
動
量
の
最
初
の
測
定
以
繭
に
傭
っ
た
と

し
て
も
、
叉
そ
の
位
置
を
最
後
の
測
定
後
に
實
際
に
瞬
定
す
る
事

が
出
來
た
と
し
て
も
、
燦
々
は
講
試
験
物
禮
と
の
各
衝
突
過
程
の

開
に
隔
壁
が
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
撚
來
な
い
移
動
を
す
る
故
に
、
粒
子

が
細
隙
を
逓
過
し
た
臨
の
そ
の
位
置
に
就
て
の
知
識
を
失
・
肌
守

　
　
　
　
　
原
子
論
に
於
け
ろ
鐵
果
律

に
な
る
。
こ
の
装
駆
馳
膿
は
そ
れ
故
に
明
白
に
場
前
の
場
合
と
洞

種
の
現
象
を
研
究
す
る
の
に
不
適
當
で
あ
る
。
特
別
に
次
の
事
を

示
す
事
が
鐵
儲
る
、
若
し
隔
壁
の
蓬
動
量
を
、
粒
子
が
第
二
の
隔

壁
の
或
特
定
の
細
隙
を
通
る
と
云
ふ
決
定
的
な
緋
論
を
輿
へ
る

に
充
分
な
正
確
さ
で
測
定
し
た
な
ら
ば
、
か
、
る
知
識
に
廼
合
す

る
第
一
塁
壁
の
位
置
に
就
て
の
最
小
の
、
不
囎
定
さ
へ
も
、
如
何
な

る
干
渉
・
敷
果
一
躍
眞
乾
板
上
の
、
粒
芋
が
あ
た
る
事
の
出
來
る

帯
に
窪
し
て
の
…
を
も
一
撤
し
て
了
ふ
、
此
の
干
渉
敷
果
は
器

械
の
各
部
分
が
お
互
に
關
定
さ
れ
て
る
る
場
合
、
第
コ
の
煽
壁
に

二
つ
以
上
の
細
隙
が
あ
る
事
に
よ
っ
て
起
る
も
の
で
あ
る
が
。

　
第
一
隔
壁
の
細
動
量
を
測
定
す
る
に
麺
し
た
装
法
に
於
て
は
、

此
の
運
動
量
を
粒
子
が
細
隙
を
通
過
す
る
前
に
測
定
し
た
と
し

て
も
、
通
過
し
た
後
に
粒
子
乱
発
量
を
知
る
か
、
器
械
の
他
の
部

分
に
饗
し
て
の
そ
の
最
初
の
位
置
を
知
る
か
は
三
下
選
揮
と
し

て
吾
々
に
残
さ
れ
る
．
、
第
∵
ぜ
選
ぶ
場
合
に
は
、
隔
壁
の
蓮
動
量

の
二
度
属
の
決
定
を
行
ひ
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
、
此
・
の
時
粒
子
が
通

曝
し
た
瞬
間
の
そ
の
隅
壁
の
位
置
は
永
久
に
未
知
の
ま
・
で
あ

る
。
第
二
を
選
ぶ
場
合
に
は
、
室
閣
フ
レ
ー
ム
に
饗
し
て
の
そ
の

位
置
を
決
定
し
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
、
此
の
場
含
不
可
避
的
に
隔
壁

一
九
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と
粒
子
の
閥
の
夢
細
動
量
の
や
り
取
り
に
就
て
の
知
識
を
失
ふ
事

に
な
る
。
若
も
隔
壁
が
粒
子
に
比
較
し
て
充
分
に
大
質
量
で
あ
れ

ば
、
測
定
手
綾
を
、
隔
壁
が
、
そ
の
蓮
動
量
を
最
初
に
決
定
さ
れ

た
後
器
械
の
他
の
部
分
に
翻
し
て
或
未
知
の
位
置
に
静
止
し
、
そ

の
後
の
此
の
位
置
の
不
動
は
そ
れ
故
に
簡
躍
に
、
隔
壁
と
共
漣
の

峯
と
の
間
の
窮
乏
的
な
結
合
を
設
立
す
る
事
に
な
る
様
に
ア
レ

ン
ヂ
す
岬
ゆ
事
も
山
山
諮
る
。

　
此
等
の
簡
輩
な
ま
た
大
頭
に
絶
て
よ
く
知
ら
れ
た
考
察
を
此

腱
で
繰
返
へ
す
主
な
目
的
は
、
魚
取
扱
っ
て
み
る
現
象
に
於
て
吾

々
が
、
物
理
的
實
在
の
種
々
の
要
素
の
中
か
ら
或
も
の
を
、
仙
の

要
素
を
犠
牲
に
し
て
任
意
に
選
ぶ
と
云
ふ
事
ヒ
よ
っ
て
特
姓
附

け
ら
れ
る
不
完
全
な
記
蓮
を
扱
っ
て
み
る
の
で
な
く
、
室
闇
的
位

　
　
ア
イ
デ
ィ
ア

置
の
概
念
の
一
義
的
使
用
か
又
は
蓮
動
量
恒
存
則
の
正
當
な
適

用
か
の
何
れ
か
｛
方
が
適
合
す
る
と
云
ふ
本
質
的
に
異
っ
た
實

験
装
法
及
び
手
心
の
間
の
合
理
的
な
皇
別
を
扱
っ
て
み
る
と
云

ふ
事
を
目
立
た
す
た
め
で
あ
る
。
其
他
の
任
意
性
と
し
て
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
デ
ィ
ア

も
の
は
輩
に
興
浜
と
云
ふ
概
念
そ
の
も
の
の
特
性
で
あ
る
所
の
、

測
定
器
械
を
操
す
る
（
募
点
語
0
9
）
事
に
於
け
る
吾
々
の
自
由
性

に
す
ぎ
な
い
。
事
實
、
各
實
験
装
法
に
於
て
物
理
現
象
の
記
蓮
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二
〇

　
　
　
　
　
　
ア
オ
ペ
ク
ソ

於
け
る
二
つ
の
局
面
の
一
方
又
は
他
方
の
樋
棄
－
此
の
爾
者

の
共
同
が
古
典
力
學
の
方
法
を
特
性
附
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

故
に
此
れ
等
は
此
の
意
味
で
粗
互
に
補
足
的
8
日
℃
δ
旨
曾
薯
楓

と
し
て
考
へ
る
事
が
六
義
る
、
一
は
、
量
子
論
の
領
域
に
於
て
、

封
象
の
測
定
器
具
に
及
ぼ
す
反
作
用
を
正
確
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
事
の
本
質
的
な
不
可
能
、
蔀
ち
、
位
置
測
定
の
場
合
の
蓮
動

量
傳
達
、
及
び
蓮
動
量
測
定
の
場
合
の
位
置
の
移
動
、
に
係
っ
て

み
る
。
正
し
く
此
の
介
蓮
べ
た
黙
に
立
て
量
子
力
墨
と
普
通
の
統

計
力
學
と
の
知
何
な
る
比
較
も
f
如
何
に
そ
れ
が
理
論
の
形

式
的
表
示
に
と
っ
て
有
用
で
あ
ら
う
と
も
一
本
質
的
に
見
當

違
ひ
の
も
の
で
あ
る
。
實
際
吾
々
は
本
葬
の
量
子
現
象
を
研
究
す

る
に
写
し
た
議
事
験
装
法
に
於
て
、
翠
に
或
物
理
的
諸
量
の
無
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ノ
ア
オ
ン

碍
鐸
9
嘗
8
を
扱
ふ
の
で
は
な
く
、
此
等
諸
量
を
一
義
的
に
隈
定

す
る
事
の
不
可
能
牲
を
扱
ふ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
注
意
は
さ
き
に
引
用
し
た
ア
、
4
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
、
ポ
ド
ル

ス
キ
i
、
ロ
ー
ー
ゼ
ン
に
よ
っ
て
取
扱
は
れ
た
以
南
の
問
題
に
同
様

な
適
切
さ
で
適
用
す
る
、
こ
れ
に
於
て
は
上
に
論
じ
九
簡
漿
な
例

以
上
の
表
示
を
實
際
に
含
ん
で
み
な
い
。
彼
等
が
あ
ら
は
な
撒
學

的
表
現
を
與
へ
九
帰
ろ
の
自
霞
粒
子
の
特
別
な
量
子
力
學
的
黙
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態
は
少
く
と
も
原
理
的
に
次
の
様
な
簡
密
な
實
験
装
法
に
よ
っ

て
造
る
事
が
禺
攣
る
、
邸
ち
二
つ
の
唐
行
な
細
隙
を
四
つ
顕
定
隔

壁
、
そ
の
各
細
隙
は
お
互
の
閥
隔
…
に
比
し
て
甚
だ
挾
い
も
の
、
そ

し
て
そ
の
各
を
通
し
て
各
一
箇
の
粒
子
が
與
へ
ら
れ
た
始
初
蓮

動
量
を
以
て
お
互
に
無
道
係
に
通
過
す
る
と
云
ふ
實
験
装
法
で
・

あ
る
。
若
し
此
の
隅
壁
の
運
動
量
が
正
確
に
各
粒
子
が
蓮
過
す
る

前
と
後
と
に
於
て
測
ら
れ
た
な
ら
ば
、
實
際
に
於
て
そ
の
こ
つ
の

逓
り
ぬ
け
た
粒
子
の
蓮
動
量
の
細
隙
に
直
角
な
成
分
の
和
と
、
陶

時
に
同
方
向
に
於
け
る
そ
れ
等
の
始
初
位
置
座
標
の
差
を
知
る

事
に
な
る
、
所
が
當
然
の
結
果
と
し
て
共
選
総
量
即
ち
そ
れ
等

の
蓮
動
量
の
差
及
び
そ
れ
等
の
位
置
座
標
の
和
は
全
然
知
る
事

が
出
陣
な
い
。
此
の
装
法
に
於
て
そ
れ
故
に
、
そ
れ
等
の
粒
手
の

】
つ
の
、
位
置
又
は
蓮
動
量
の
何
れ
か
に
つ
い
て
の
そ
の
後
の
軍

一
な
測
定
は
、
自
働
的
に
も
う
｝
つ
の
粒
子
の
そ
れ
ぐ
位
置
叉

は
蓮
動
量
を
任
意
の
所
望
の
正
確
度
に
於
て
決
定
す
る
事
は
明

ら
か
で
あ
る
、
少
く
と
も
若
し
各
粒
子
の
自
由
型
動
に
封
回
す
る

波
長
が
細
隙
の
幅
に
比
し
て
充
分
短
か
け
れ
ば
。
さ
き
に
述
べ
た

著
者
蓬
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
襟
に
、
そ
れ
故
に
此
の
段
階
に
於
て

は
、
考
へ
て
る
る
粒
子
と
直
接
に
抵
下
し
な
い
様
な
過
程
に
よ
つ

　
　
　
　
　
原
子
論
に
於
け
る
蜀
果
律

て
今
の
諸
量
の
　
方
か
叉
は
他
方
が
の
何
れ
を
決
定
す
る
か
に

就
て
完
全
な
自
由
選
繹
に
面
し
て
み
る
事
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
ビ
ア
ル

　
　
　
＊
直
ち
に
分
る
様
に
、
此
の
野
口
匡
罪
本
質
的
な
規
準
閣
子
（
き
学

　
　
　
§
近
接
ゐ
貯
g
。
門
）
た
無
覗
す
れ
ば
、
二
丁
子
の
位
趾
座
標
及

　
　
　
び
蓮
動
乱
暴
分
を
（
S
＞
ソ
（
嶺
慰
唖
）
で
炎
ぼ
し
①
聾
t
ミ
屯
と

　
　
　
す
れ
「
ば
、
前
の
脚
註
に
蓮
べ
六
饗
画
数
維
久
漁
嶋
に
三
密
に
封
鷹
…
し
て

　
　
　
み
ろ
。
狗
、
上
蓮
の
二
丈
（
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
其
他
）
の
式
⑧

　
　
　
で
血
へ
へ
・
り
れ
六
」
波
動
殴
数
ほ
♪
の
勝
現
な
揚
入
ロ
》
d
O
た
と
ろ

　
　
　
事
に
、
そ
し
て
ま
六
二
つ
の
無
眼
に
狭
い
細
隙
と
云
ふ
極
限
の

　
　
　
場
合
に
封
慮
す
う
も
の
で
あ
ろ
事
ぼ
注
意
す
べ
き
で
あ
る
Q

　
隔
壁
の
細
隙
を
通
過
し
て
行
く
軍
一
粒
子
の
位
置
か
又
は
蓮

動
量
か
の
豫
測
に
適
し
た
爾
實
験
手
績
闇
で
選
繹
を
行
ふ
と
云

ふ
上
町
の
簡
軍
な
場
合
と
同
様
に
、
吾
々
は
、
今
翫
べ
た
装
法
に

よ
つ
て
提
供
さ
れ
た
「
選
探
の
自
由
」
と
云
ふ
事
に
於
て
、
ま
さ

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
補
足
的
な
古
典
的
諸
概
念
の
一
義
的
使
用
が
可
能
な
異
っ
た

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

各
海
里
手
績
間
の
匿
別
に
干
は
つ
て
み
る
の
で
あ
る
。
實
際
各

粒
子
の
中
の
～
箇
の
位
置
を
測
定
す
る
事
は
、
そ
の
行
動
と
、

察
間
フ
レ
ー
ム
の
基
準
を
決
定
す
る
毫
に
圃
定
さ
れ
た
或
器
械

と
の
間
に
相
蘭
を
確
立
す
る
事
を
意
味
し
得
る
に
他
な
ら
な
い
。

ま
た
そ
れ
故
に
上
蓮
の
實
験
諸
條
件
の
下
に
こ
の
襟
な
測
定
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二
…
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爾
粒
子
が
各
細
隙
を
蓮
過
す
る
時
の
、
他
の
場
合
に
は
全
然
知

ら
れ
な
い
こ
の
室
間
フ
レ
ー
ム
に
虚
し
て
の
隔
壁
の
位
置
に
駕

す
る
知
識
を
與
へ
る
こ
と
に
な
る
。
事
實
此
の
方
法
に
依
っ
て
の

み
吾
々
は
器
械
の
他
の
部
分
に
憎
し
て
の
も
う
一
方
の
粒
子
の

始
初
位
置
に
就
て
結
論
す
る
根
篠
を
得
る
の
で
あ
る
。
第
一
の
粒

子
か
ら
そ
の
肇
へ
本
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
來
な
い
蓮
動
量

が
付
加
す
る
事
を
許
す
事
に
よ
っ
て
、
併
し
乍
ら
、
吾
々
は
此
の

苧
績
に
於
て
隔
壁
と
二
粒
子
と
か
ら
成
る
系
に
駆
動
量
恒
存
則

を
そ
の
後
に
適
用
す
る
可
能
性
を
失
っ
た
事
に
な
る
、
そ
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
デ
ィ
ア

れ
故
に
、
第
二
の
段
子
の
行
動
に
渇
す
る
豫
測
に
驚
動
量
の
概
念

を
一
義
的
に
適
用
す
る
唯
一
の
基
礎
を
失
っ
た
事
に
な
る
。
…
逆

に
、
此
等
の
粒
子
の
一
方
の
地
動
量
を
測
定
す
る
方
を
選
ぶ
な
ら

ば
、
か
≦
る
測
定
に
不
可
避
な
コ
ン
ト
陽
i
ル
畠
來
な
い
移
動
の

た
め
に
、
此
の
粒
子
の
行
動
か
ら
器
械
の
他
の
部
分
に
封
し
て

の
隔
壁
の
位
置
を
導
き
班
す
可
能
性
を
失
ひ
、
斯
く
し
て
も
う

一
方
の
粒
子
の
位
置
に
治
す
る
如
何
な
る
豫
測
を
も
行
ふ
基
礎

を
失
っ
た
事
に
な
る
。

我
々
の
観
灘
よ
り
す
れ
ば
、
上
に
墨
け
九
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

ポ
ド
ル
ス
キ
i
、
ロ
ー
ゼ
ン
に
よ
っ
て
「
提
畠
さ
れ
た
絶
唱
理
的
琳
貝
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

の
準
豫
の
語
法
は
「
如
何
な
る
仕
方
に
於
．
て
も
或
系
を
掩
鰍
す
る

事
な
し
に
し
と
云
ふ
表
現
の
意
味
に
長
し
て
曖
陳
さ
を
含
ん
で
み

る
事
が
わ
か
る
。
勿
論
今
考
へ
た
様
な
場
合
に
重
て
、
測
定
手
績

の
最
後
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
段
階
を
．
通
し
て
、
考
へ
て
る
る
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

力
學
的
掩
鳳
の
心
配
は
な
い
。
併
し
此
の
段
階
に
於
て
す
ら
、
系

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
將
來
の
行
動
に
間
す
る
豫
測
の
可
能
な
聖
恩
を
決
定
す
る
諸

へ
　
　
へ

條
件
そ
の
も
の
が
及
ぼ
さ
れ
ゐ
影
響
は
本
質
的
に
問
題
と
な
み
。

之
等
の
墨
黒
件
は
、
「
物
理
的
實
在
」
と
云
ふ
雷
葉
を
正
當
に
附
す

る
事
が
臨
取
る
様
な
如
何
な
る
現
象
で
も
を
記
策
す
る
揚
合
の

固
有
の
要
素
を
成
し
て
居
る
故
に
、
上
蓮
の
著
者
蓬
の
議
論
は
量

子
力
養
毛
記
蓮
は
本
質
的
に
不
完
全
で
あ
る
と
云
ふ
彼
等
の
結

論
を
正
當
化
す
も
の
で
は
な
い
事
が
わ
か
る
。
此
の
反
封
に
、
以

上
の
論
議
か
ら
明
白
に
な
っ
た
襟
に
、
此
の
記
蓮
は
量
子
力
墨
の

分
野
に
於
け
る
封
象
と
測
定
器
具
間
の
有
限
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

出
來
な
い
交
互
作
用
と
爾
相
し
て
み
る
所
の
測
定
の
二
義
的
解

繹
の
全
可
能
性
を
合
理
的
に
利
用
し
た
も
の
と
し
て
特
性
付
け

る
事
が
出
來
る
。
事
智
　
、
そ
れ
は
新
し
い
物
理
法
則
に
場
…
所
を
蹴
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
フ
イ
ニ
シ
ヨ
ン

へ
て
る
る
所
の
、
補
足
的
な
物
理
的
量
の
一
義
的
な
限
定
を
行
ひ

得
る
襟
な
、
あ
ら
ゆ
る
二
つ
の
實
瞼
二
才
が
相
互
に
枳
排
除
す
る
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と
云
ふ
事
に
過
ぎ
な
い
。
此
の
爾
方
が
共
存
し
て
み
る
と
云
ふ

事
は
一
見
科
學
の
根
本
原
理
に
背
く
襟
に
見
え
る
と
し
て
も
。

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
シ
ヨ
ヒ
ノ
ブ

補
足
性
O
o
弾
豆
①
錘
①
謀
琶
3
・
の
槻
念
が
特
性
附
け
や
う
と
志
し

て
み
る
事
は
、
正
し
く
物
理
現
象
の
塗
下
に
諭
し
て
の
此
の
全
く

　
　
シ
テ
ユ
エ
　
シ
ョ
マ
ヨ
フ

新
し
い
形
勢
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
論
じ
て
來
た
諸
實
験
装
法
は
、
問
題
と
な
っ
て
み
る

現
象
の
記
蓮
に
聴
聞
の
概
念
が
第
二
次
的
の
役
割
し
か
演
じ
な

か
っ
た
故
に
特
殊
な
野
梅
さ
を
呈
し
て
み
る
。
我
々
は
任
意
に
時

間
的
蘭
聯
を
含
ん
で
み
る
「
以
前
に
」
と
か
「
以
後
に
」
と
云
つ
九

電
葉
を
使
用
し
た
の
は
事
實
で
あ
る
、
併
し
各
場
合
に
於
て
或
不

正
確
さ
を
許
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
此
の
不
証
確
さ
は
、
併

し
乍
ら
、
扱
っ
て
み
る
時
間
々
隔
が
、
研
究
中
の
現
象
の
よ
り
臓

密
な
分
析
に
入
っ
て
來
る
圓
有
の
週
期
に
比
し
て
充
分
に
大
で

あ
る
間
は
重
要
な
事
で
は
な
い
。
量
子
現
象
の
よ
り
距
確
な
時
問

四
韻
遽
を
試
み
る
や
否
や
、
習
々
は
よ
く
知
ら
れ
た
も
う
一
つ
の

バ
ラ
ッ
ド
ク
ス
に
遭
遇
す
る
、
之
を
間
明
す
る
爲
に
は
事
象
と
測

定
器
具
間
の
相
亙
作
瑞
に
就
て
の
そ
れ
以
上
の
諸
ブ
ィ
ー
チ
浜
ア

を
考
へ
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
實
、
そ
の
襟
な
現
象
に
於
て

は
、
も
早
、
本
質
的
に
お
互
に
謝
し
て
静
止
し
て
み
る
諸
器
械
か

　
　
　
　
　
原
子
論
に
於
け
る
因
果
律

ら
成
っ
て
み
る
實
験
装
法
を
問
題
に
し
て
み
る
の
で
は
な
く
て
、

密
計
の
働
を
な
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
る
る
蓮
動
ず
る
諸
部
分
1
一
隔
壁
の
細
隙
の
前
に
あ
る
シ
ヤ
ヅ

タ
ー
の
様
な
！
掛
含
む
装
法
を
問
題
に
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

封
象
と
察
間
フ
レ
ー
ム
を
決
定
し
て
み
る
物
罷
問
の
上
に
論
じ

た
蓮
動
量
の
授
受
の
他
に
、
此
の
様
な
装
法
に
於
て
は
そ
れ
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
グ
チ
ノ

心
象
と
此
等
の
時
計
檬
メ
ヵ
『
ス
ム
間
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
偶
然

チ
ユ
ア
ル

的
な
や
り
取
り
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
る
。

　
量
子
論
に
於
け
る
時
間
測
定
に
關
し
て
の
決
定
的
な
瓢
は
、
上

に
概
暫
し
た
位
置
測
定
に
蘭
す
る
議
論
と
完
全
に
類
似
し
て
み

る
。
器
械
の
各
部
分
へ
の
蓮
動
量
の
要
脚
が
全
然
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

嵐
來
な
い
事
を
知
っ
た
一
各
部
分
の
お
亙
に
鋤
す
る
位
置
の

知
識
が
現
象
の
瑞
雲
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
一
の
と
全
く
同

様
に
、
皇
帝
と
種
々
の
物
均
一
此
の
相
封
蓮
動
を
器
械
の
合
口

的
々
使
用
の
爲
に
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
一
と
の
問
の
エ
．
不
ル

ギ
ー
の
や
り
取
り
は
そ
れ
掌
上
た
ち
入
っ
た
如
何
な
る
分
析
を

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
不
可
能
に
す
る
。
事
實
晴
計
を
畦
闘
指
示
器
と
し
て
使
用
す
る

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
、
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

事
に
本
質
的
に
妨
害
中
る
逆
な
し
に
、
そ
の
時
計
に
傳
落
し
て
行

セ
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
事
は
原
理
的
に
緋
除
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
｝
三
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ら
れ
る
。
此
の
使
用
は
各
時
計
の
機
能
も
他
の
時
計
と
の
エ
ヴ
ェ

　
ン
チ
ュ
ァ
ル
な
比
較
も
、
導
管
物
理
學
的
方
法
の
前
野
の
上
に
考

　
へ
る
事
の
可
能
性
を
假
定
す
る
事
に
全
く
籏
っ
て
み
る
。
此
の
理

由
に
よ
っ
て
吾
々
は
そ
れ
故
に
明
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
李
衡
に
於

　
て
、
共
選
縛
間
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
礎
撒
に
署
す
る
量
子
力
學
的
不

確
定
關
係
に
封
注
す
る
和
地
を
許
さ
ね
ば
な
ら
な
い
Q
位
置
と
運

動
量
の
概
念
の
量
子
論
に
於
け
る
一
義
的
使
用
に
關
す
る
相
互

に
耀
排
除
す
る
翠
雲
に
就
て
上
に
論
議
し
た
問
題
と
全
く
同
様

に
、
一
方
で
は
原
子
環
象
に
重
黙
を
お
い
て
の
詳
細
な
酵
刻
と
、

他
方
で
は
原
子
的
反
慮
に
於
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
動
の
研
究
に
よ

っ
て
明
か
と
な
る
原
子
の
固
有
の
安
定
度
の
至
急
典
的
フ
ィ
ー

チ
ュ
ァ
ー
と
の
間
の
補
足
的
な
關
係
を
惹
起
す
る
の
は
終
局
に

曾
て
此
の
事
情
な
の
で
あ
る
。

　
各
實
聯
装
法
に
鋳
て
、
考
へ
ら
れ
て
る
る
物
理
系
の
中
，
測
定

器
具
と
し
て
扱
は
る
べ
き
諸
部
分
と
、
研
究
中
の
封
象
を
成
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
る
諸
部
分
と
の
間
で
腿
別
を
す
る
此
の
必
要
性
は
實
際
、
物
理

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

現
象
の
古
典
的
記
蓮
と
量
子
力
墨
的
記
述
の
間
の
主
要
な
差
別

を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
直
る
。
昏
實
験
手
績
の

．
中
に
棄
て
此
の
総
別
が
設
け
ら
れ
る
場
所
は
爾
場
合
に
於
て
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
四

き
な
程
度
で
便
宜
上
の
問
題
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
事
實
で
あ
る
。

所
が
、
併
し
乍
ら
、
古
典
物
理
學
に
於
て
は
封
象
と
測
定
行
爲

の
間
の
魑
別
は
扱
っ
て
み
る
現
象
の
欝
欝
の
性
絡
に
何
ら
の
差

異
を
惹
起
し
な
い
の
に
反
し
て
、
以
上
我
々
が
見
て
干
た
様
に
、

量
子
論
に
於
て
こ
の
腿
別
の
．
暴
雨
的
な
重
要
性
は
、
例
へ
吾
々
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ギ
ユ
ラ
リ
テ
イ
じ

物
理
墨
で
干
與
す
る
新
し
い
型
の
法
則
性
を
扱
ふ
の
に
古
典
論

が
充
分
で
は
な
い
に
不
拘
、
あ
ら
ゆ
る
固
有
の
測
定
の
解
灘
に
古

典
的
諸
概
念
の
使
用
が
不
可
避
で
あ
る
事
に
そ
の
根
稼
を
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ナ
ゐ
エ
　
ト
ン
ユ
む

も
の
で
あ
る
。
此
の
形
勢
に
從
へ
ば
、
有
名
な
諸
法
期
に
具
膿
化

さ
れ
九
も
の
以
外
に
量
子
力
學
の
諸
表
式
（
勤
。
鞍
ご
σ
9
）
の
如
何
な

る
一
義
的
解
繹
も
問
題
と
な
り
得
な
い
。
此
の
諸
法
則
は
全
然
古

典
的
仕
方
で
記
蓮
さ
れ
た
所
與
費
験
装
法
に
よ
っ
て
得
ら
る
べ

き
諸
結
果
を
豫
測
す
る
事
を
得
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
叉
そ
の

諸
法
則
の
一
般
的
表
現
は
既
に
滲
照
し
た
様
に
憂
換
論
に
よ
っ

て
輿
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
古
典
論
と
の
そ
の
固
有
の
封
慮
を

守
る
事
に
よ
っ
て
、
之
等
の
理
論
は
量
子
力
學
的
記
蓮
に
於
て

特
別
に
、
封
象
と
測
定
行
爲
の
閥
に
設
け
ら
れ
る
魑
別
の
場
所
を

愛
化
す
る
事
に
關
係
し
た
如
何
な
る
想
像
し
得
る
撞
着
を
も
除

く
も
の
で
あ
る
。
事
君
長
實
験
装
法
及
び
測
定
手
綾
に
於
て
吾
々



Sl［

は
此
の
揚
所
（
匿
別
の
）
を
、
扱
っ
て
み
る
過
程
の
量
子
力
三
野
記

　
　
　
　
　
　
　
エ
フ
ェ
ク
テ
イ
ブ
リ
　

蓮
が
古
典
的
記
述
と
實
際
に
同
等
で
あ
る
範
園
内
で
の
み
自
由

に
選
び
得
る
と
云
ふ
事
は
上
の
論
議
の
明
白
な
結
果
で
あ
る
。

　
此
の
稿
を
縛
る
前
に
爾
ほ
量
子
論
の
領
域
に
於
け
る
物
理
的

實
在
の
闇
題
に
謝
す
る
一
般
相
懸
性
理
論
か
ら
導
か
れ
た
偉
大

な
る
敏
訓
の
驕
係
を
強
調
し
て
置
き
た
い
。
事
實
、
全
特
性
的
差

異
に
も
不
拘
、
古
典
理
論
の
之
等
南
一
般
化
に
於
て
吾
々
が
干
與

　
シ
テ
ユ
エ
ど
シ
ヨ
ン

す
る
形
勢
は
屡
々
注
意
さ
れ
た
様
に
驚
く
べ
き
類
似
を
示
し
て

み
る
。
特
に
、
量
子
現
象
を
扱
ふ
場
合
の
上
に
論
じ
た
測
定
器
械

の
特
殊
な
地
位
は
、
粗
封
性
理
論
に
於
て
、
此
の
理
論
の
本
質
そ

の
も
の
は
、
寮
母
暗
悶
諸
概
念
の
在
世
の
分
離
を
拠
棄
せ
ね
ば
な

ら
な
い
様
な
含
蓄
に
煽
て
新
し
い
物
理
法
則
を
樹
立
す
る
も
の

で
あ
る
に
不
拘
、
あ
ら
ゆ
る
測
定
過
程
に
於
て
室
間
畔
間
座
標
間

の
鏡
い
瞳
別
を
含
ん
で
み
る
様
な
普
通
の
記
蓮
を
維
持
す
べ
き

有
名
な
必
要
性
と
、
密
接
な
類
似
を
呈
し
て
み
る
。
相
封
性
理
論

に
於
て
冬
測
定
や
時
計
の
讃
み
の
墓
準
系
へ
の
從
瀦
は
、
我
々
を

し
て
量
子
論
に
於
て
補
足
柱
の
観
念
に
よ
っ
て
特
性
付
け
ら
れ

る
形
勢
に
遭
遇
せ
し
め
る
所
の
、
測
定
饗
象
と
察
間
臨
間
の
基
準

系
を
決
定
し
て
み
る
金
器
械
と
の
問
の
蓮
動
量
及
び
エ
ネ
ル
ギ

　
　
　
　
　
原
子
論
に
於
け
る
因
果
律

一
の
本
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
…
ル
幽
思
な
い
や
り
取
り
と
比
較
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
イ
　
チ
ユ
ア
じ

る
事
も
可
能
で
あ
る
。
事
實
自
然
帆
翔
の
此
の
新
し
い
特
色
は
物

理
的
實
在
に
饗
す
る
我
々
の
態
度
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
蔓
革
を
意

味
し
て
居
る
、
そ
し
て
之
は
｝
般
粗
封
入
原
理
に
よ
っ
て
齎
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
プ
イ
ア

た
物
理
的
現
象
の
縄
饗
的
骨
絡
に
糊
す
る
全
諸
槻
念
の
基
本
的

愛
一
再
に
並
行
…
す
る
も
の
と
云
へ
や
・
フ
。

　
　
・
…
・
正
に
此
の
事
情
が
、
鼠
子
論
の
不
確
定
性
原
理
の
翔
獅
律
的
不

　
　
　
字
性
と
門
出
に
此
の
論
丈
で
概
就
し
れ
論
議
と
相
漸
姓
理
論
の
杢

　
　
　
危
幾
と
の
問
の
　
致
か
確
賃
に
す
ろ
O
琵
の
問
題
ば
現
在
朋
意

　
　
　
し
つ
、
あ
ろ
論
文
に
於
て
非
常
に
詳
細
に
扱
ふ
つ
も
り
で
あ

　
　
　
る
、
，
そ
の
論
文
で
著
者
ほ
特
に
重
力
理
論
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
測
定

　
　
　
へ
の
利
用
に
晒
す
る
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
提
織
さ
れ
冒

　
　
　
む
非
常
に
興
昧
あ
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
’
姫
論
ず
る
で
あ
ら
う
。
そ

　
　
　
の
解
ほ
輔
足
性
の
論
議
に
勝
に
有
盆
な
親
明
た
與
へ
る
も
の
で

　
　
　
あ
る
Q
そ
の
中
で
量
子
論
に
於
け
ろ
二
間
時
尚
測
定
の
も
っ
と

　
　
　
徹
底
的
な
議
論
恥
必
要
な
杢
数
撃
的
展
鰐
と
賃
胎
…
斐
法
の
圃
解

　
　
　
と
諏
ハ
に
興
へ
る
で
あ
ら
、
り
、
現
在
の
弥
劇
文
で
ぽ
主
な
重
黙
が
問

　
　
　
題
と
な
っ
て
み
る
論
塗
の
槻
黙
に
羅
か
れ
、
四
六
め
之
ほ
後
に
ゆ

　
　
　
つ
る
事
と
な
つ
六
。
一
謬
謎
、
圃
解
並
び
に
衛
輩
な
数
學
的

　
　
　
表
現
ほ
講
b
額
で
澱
晒
暇
洲
さ
れ
「
科
思
験
し
山
ハ
翔
∴
籏
に
ま
塾
灘
脳
っ
て
み
る
O

一
二
五


